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物  質  名 ジブロモクロロメタン ＤＢ－21 
別  名 クロロジブロモメタン 構 造 式 

 
 
 
 
 
 

CAS番号 124-48-1 
PRTR番号 － 

化審法番号 － 

分子式 CHBr2Cl 分子量 208.29 
沸点 121.3～121.8℃、123～125℃ 1) 融点 －20℃ 2) 
蒸気圧 5.54 mmHg（25℃、推定値）3) 換算係数 1 ppm = 8.52 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.16（実測値）4) 水溶性 2.7×103 mg/L（20℃、実測値）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 800 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 370 mg/kg 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットの雄に 0、0.02、0.062、0.185％、雌に 0、0.038、0.113、0.338％の濃度で１ヵ月間混餌
投与（雄で 0、18.3、56.2、173.3 mg/kg/day、雌で 0、34、101.1、332.5 mg/kg/day）した結果、
雌の 0.338％群で体重増加の抑制、雄の 0.185％群及び雌の 0.038％以上の群で肝臓相対重量の
増加に有意差を認め、雄の 0.062％以上の群及び雌の 0.113％以上の群で肝細胞の空胞化や腫
脹の増加がみられ、雄の 0.185％群及び雌の 0.338％群では肝細胞の単細胞壊死もみられた。
また、雄の 0.062％以上の群及び雌の 0.038％以上の群で総コレステロール、アルカリフォス
ファターゼ活性の上昇、雌の 0.038％以上の群で乳酸デヒドロゲナーゼ活性の低下に有意差を
認めた。この結果から、NOAELは 0.02％（18.3 mg/kg/day）であった 7) 。 

・ラットに 0、50、100、200 mg/kg/dayを 90日間強制経口投与した結果、200 mg/kg/day群で体
重増加の有意な抑制を認め、50 mg/kg/day 以上の群の雌雄で尿細管の変性の発生率に増加が
みられ、200 mg/kg/day群で著明であった。また、50 mg/kg/day以上の群の雄及び 200 mg/kg/day
群の雌で小葉中心部の肝細胞の脂肪（空胞）変性、100 mg/kg/day以上の群の雄でアラニンア
ミノトランスフェラーゼ（ALT）活性の上昇等を含む肝臓障害、200 mg/kg/day群の雌雄で肝
臓の小葉中心部の肝細胞壊死がみられた 8) 。この結果から、LOAELは 50 mg/kg/dayであった。 

・ラットに 0、15、30、60、125、250 mg/kg/dayを 13週間（5日/週）強制経口投与した結果、
60 mg/kg/day以上の群の雄で肝細胞の脂肪変性、250 mg/kg/day群で肝臓の小葉中心部の肝細
胞の壊死、中毒性腎症、唾液腺の炎症、扁平上皮化生の発生率に有意な増加を認め、250 
mg/kg/day群では体重増加の著明な抑制もみられた 9) 。この結果から、NOAELは 30 mg/kg/day
（ばく露状況で補正：21.4 mg/kg/day）であった。 

・ラットに 0、40、80 mg/kg/dayを 104週間（5日/週）強制経口投与した結果、40 mg/kg/day以
上の群の雌雄で肝細胞の脂肪変性、くもり硝子変性の発生率の用量に依存した増加、雌で腎

症の増加、80 mg/kg/day群の雄で試験期間を通した体重増加の抑制がみられた 9) 。この結果

から、LOAELは 40 mg/kg/day（ばく露状況で補正：28.6 mg/kg/day）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・マウスに 0、0.1、1、4 mg/mLの濃度で飲水投与（0、17、171、685 mg/kg/day）した多世代試
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験の結果、1 mg/mL以上の群の雌（F0、F1世代）で体重増加の有意な抑制を認め、雌雄（F0、

F1 世代）で肝臓の病変の増加がみられ、全世代ではないが、乳汁分泌への影響、一腹あたり

胎仔数の減少、出生仔の生存能力の低下がみられた。また、4 mg/mL群では、F1世代で生殖

能、妊娠への影響、F2世代では生殖能への影響がみられた
10) 。この結果から、母ラット及び

仔の NOAELは 0.1 mg/mL（17 mg/kg/day）であった。 
・ラットに 0、50、100、200 mg/kg/dayを妊娠 6日目から 15日目まで強制経口投与した結果、

200 mg/kg/day群で体重増加の抑制がみられたが、吸収胚数、胎仔数、胎仔の体重への影響や
胎仔の奇形等はなかった 11) 。この結果から、仔の NOAELは 200 mg/kg/dayであった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・米国で水道水に含まれる消毒副生成物の摂取量と流産との関連を調べるために、妊婦 5,144
人を対象とした調査 12) 及びその結果を再検討するために消毒副生成物の濃度が高い地域と

低い地域を含む 3 地域の妊婦 2,409 人を対象とした調査 13) が行われた。本物質の濃度が 31 
µg/L以上の冷水をコップ 5杯/日以上摂取した妊婦（高ばく露群）を低ばく露群と比較した流
産の調整オッズ比は、前者で 1.3（95％信頼区間 0.7～2.4）、後者で 1.3（同 0.8～2.1）であ
り、いずれの研究でも流産のリスクの上昇を認めなかった 12, 13)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：3 14) 

実験動物及ヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARCの評価では 3（ヒトに対
する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

  経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 18.3 mg/kg/day（肝
細胞の空胞化、腫脹）を採用し、試験期間が短いことから 10で除した 1.8 mg/kg/dayを暫定無
毒性量等に設定する。 
  吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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